
年 間 総 労 働 時 間

1784

1669

1583

1564

1436

1391

800 1300 1800

日本

英国

スエーデン

フランス

ドイツ

オランダ

東京都港区三田３－２－２０ TEL 03-3455-6006

http://oak47-02.web.infoseek.co.jp

沖電気の職場を明るくする会

０
９
年
１
１
月
・
特
別
号

全
世
界
の
労
働
者
に
働
く
権
利
を
フ
ェ
ア
（
公
正
）
な
も
の
に

条
約
批
准
が
２
５
％
の
日
本
は
公
正
な

働
く
ル
ー
ル
と
言
え
ず
、
先
進
国
最
低

職場新聞「あすなろ」はＯＫＩの職場新聞として１９８６年に発刊しました。「会」は「安心して人間らしく働ける職場」を願って創られました。

ものつくりの 国際標準には工業のＩＳＯ、電気のＩＥＯ，電気通信のＩＴＵがある。

労
働
条
件
を
改
善

す
る
た
め
の
組
織

Ｉ
Ｌ
Ｏ
（
国
際
労
働
機

関
）
は
１
９
１
９
年
に
設

立
さ
れ
、
今
年
で
９
０
年
。

現
在
の
加
盟
国
は
１
８
３

カ
国
。
日
本
は
１
０
カ
国

の
常
任
理
事
国
の
１
つ
。

１
８
８
号
ま
で
の
条

約
と
１
９
９
本
の
勧
告
を

だ
し
て
い
る
。
日
本
の
批

准
は
４
８
本
で
１
０
０
を

越
え
る
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ

リ
ア
な
ど
よ
り
少
な
い
。

批
准
国
は
国
内
法
に
取
り

入
れ
る
義
務
が
生
じ
ま
す
。

日
本
の
長
時
間
労
働
な

ど
も
、
労
働
時
間
に
関
す

る
１
７
本
の
条
約
の
批
准

ゼ
ロ
か
ら
発
生
し
て
い
る
。

基本原則＝「労働は商品ではない」「１部の貧困は、全体の繁栄に

とって危険である」 ディーセントワーク・人間らしい働き方を

第１３２号 有給休暇

最低でも１年勤務で１５

日の休暇 （１９７０年）

★病気は別立て。退職時

での残余休暇の補償清算

第１４０号 有給教育

社会教育や労働組合の教

育など教育目的の有給休暇

の付与（１９７４年）★永

続的な財源を確保すること

第１号 ８時間労働

１日８時間 週４８時間

（１９１９年）

●現在の日本は労働時間の

上限規定なし

第４７号 週４０時間制

労働時間の短縮

（１９３４年）

★時短をしても労働者の生

活水準を下げないこと

労
働
時
間
に
関
し
て
の

４
本
を
批
准
す
れ
ば
日
本
が
変
わ
る
。

（ＯＥＣＤ，０８年資料）



過労死の認定者数と認定
自殺者数

646

660

6681

0

100

200

300

400

500

600

700

１

９
８

８
年

９

１
年

９

４
年

９

７
年

２

０
０

０
年

３
年
６
年

認定総数

自殺者数

沖電気の長期療養者比率　％
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労使は派遣など非正規を含む従業員の雇用・生活・健康を守るのが社会的責任です。ームもＯＫ

厳
し
い
職
場
環
境

長
期
療
養
者
は
高
ど
ま
り

増大する過労死認定 （０８年は６４６人）

自殺者の過労死認定も増加（０８年は６６人）
来
年
４
月

《
労
働
基
準
法
改
正
》

月
６
０
時
間
超
の

残
業
時
間
割
増
率
が

５
０
％
に
。

有
給
休
暇
は
時
間

単
位
の
取
得
が
可
能

に
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
労
使
の
協

定
で
定
め
ら
れ
ま
す
。

下
図
は
現
在
の
各
国
の

割
増
率
。

君 死にたもうなかれ 今日は残業やめて帰ろうよ

あ
な
た
の
残
業
時
間
は

「
過
労
死
ラ
イ
ン
」
を

超
え
て
い
ま
せ
ん
か

リ
ス
ト
ラ
、
構
造
改
革
が
続
く

沖
電
気
の
職
場
で
は
、
月
８
０
時

間
を
超
え
る
過
労
死
ラ
イ
ン
以
上

の
残
業
な
ど
、
非
人
間
的
な
労
働

が
常
態
化
し
て
、
心
と
身
体
の
健

康
不
安
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。

労
使
協
定
（
３
６
協
定
）
の
許
容

残
業
時
間
の
見
直
し
も
必
要
で
す
。

《
基
本
》

・
１
ヶ
月

４
０
時
間
以
内

・
１
年
間

３
０
０
時
間
以
内

《
特
例
・
例
外
業
務
》

・
１
ヶ
月

６
０
時
間
以
内

・
１
年
間

９
０
０
時
間
以
内

沖
電
気
従
業
員
の
心
と
身
体

の
不
調
増
大
と
い
う
の
企
業
病

が
顕
著
に
な
っ
た
の
は
０
２
年

の
リ
ス
ト
ラ
か
ら
。
右
の
グ
ラ

フ
は
労
組
員
で
当
年
１
２
月
に

３
ヶ
月
以
上
欠
勤
（
長
期
療
養
）

し
て
い
る
人
の
割
合
で
す
。
０

８
年
も
異
常
値
の
１
％
を
超
え

る
危
険
状
態
で
す
。

《
０
８
年
度
・
労
働
災
害
認
定
》

申
請
者
１
８
１
６
人

認
定
率
３
５
・
６
％

企
業
中
心
の
日
本
社
会
で
労
働
災

害
を
訴
え
る
こ
と
は
、
容
易
で
は
な

い
。
そ
ん
な
環
境
で
も
、
勇
気
を
だ

し
て
「
働
か
せ
方
に
問
題
あ
り
」
と

訴
え
る
本
人
や
家
族
が
増
大
し
て
い

る
。
毎
年
３
万
人
を
超
え
る
自
殺
者

な
ど
と
と
も
に
社
会
問
題
で
あ
る
。

０
８
年
過
労
で
心
の
病
を
訴
え
た

人
は
９
２
７
人
で
認
定
者
は
過
去
最

多
の
２
６
９
人
（
う
ち
自
殺
者
は
６

６
人
）
。
脳
・
心
臓
疾
患
で
訴
え
た

人
は
６
８
９
人
で
認
定
者
は
３
７
７

人
（
う
ち
死
亡
者
は
１
５
８
人
）




